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日本雪氷学会北海道支部規約

第 1条 本支部は日本雪氷学会北海道支部と称し、事務所を和滉にかく。
第 2条 本支部は日本雪氷学会定款第 4条の目的を達成する為に下記の事業を行う。
1 雪氷わよび寒冷に関する調査及び研究。
2 雪氷わよび寒冷に関する研究会、講演会、座談会、見学会の開催。
3 その他本支部の目的達成に必要な事為

第 3条 本支部の会員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会員、賛助会員わよび名誉会員と
する。

第 4条 本支部に次の役員をわく。
支 部 長  1名
支部理事  若千名 (内支剖地方理事若千名を含む )
支郡監査  2 名
支部幹事  若干名 (内幹事長 1名 )

第 5条 支部長、支部理事わよび支部監査は支部総会において支部会員の中から選任する。
第 6条  支部幹事 (幹事長を含む )は支部会員のうちから支部長が委嘱する。
第 7条  支部長は本支部を代表しその会務を総理する。
第 8条 支部理事は、支部理事会を組織し重要な事項を決議する。

支部理事会の議長は支部長とする。

第 9条 支部監査は支部の会計を監査する。
第 10条 支部幹事は支部幹事会を組織し、支部長の指示を受けて、会務並びに会計を処理する。
第 11条  役員の任期は 1ケ年とする。ただし再任を妨げない。
第 12条  本支部に顧間をおくことができる。
第 13条  顧間は必要に応して本支部の指導にあたる。顧間は理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱す

る。

第 14条  本支部は毎年 1回定期給会を開〈外必要に応じ臨時総会を開く。
第 15条 総会にわいては下記事項の承認を受けなければならない。
l 会務並びに会計の報告
2 新年度の事業方針
3 役員の決定
4 規約の変更
5 その他重要な事項

第 16条  本支部の経費は下記の収入によってこれをまかなう。
1 本部よりの交附金
2 寄附金その他

第 17条  本支部の事業年度は毎年 4月 より翌年 3月 までとする。

附  則 本規約は昭和 34年 5月 18日 エタ施行する。
昭和 53年 6月 8日 改正



雪氷学会、今と昔

晃 (国際基督教大学 )

停年で北大を去ると同時に、思いもかけず札幌を離れることになった。次の仕事にすぐ就 く

ことにな り余 り感慨にふける暇もないのだが、御依頼を受けたこの機会に少 し雪氷学会にまつ

わる思い出を書かせて頂 くことにしよう。

北大理学部物理学科の学生として卒業実験指導を中谷先生に受けることになつたのは、昭千ロ

19年 10月 、予科が 2年半の繰上げになった学部 3年 目進級のときである。その前年の H月 に当
時物理学科の教授であった茅誠司先生が東大に移 られた関係もあり、この年の中谷教室志望者

はクラス全員 14名 の半数近 くの 6名であった。 しかし丁度低温研ができたばかりであったので、

中谷先生は 6人 を低温研の吉田、福富、井上、花島の諸先生に配分 し、私には低温分室 (も と

の常時低温研究室、今人工雪誕生の地の碑の建っているところにあった〉に障取つていた菅谷

重二さんのところに行って、凍上の実験の手伝いをするよう命ぜられた。

凍上がどんなことかは、中谷先生の書かれた随筆などで知 っていたので、すでに菅谷さんが

低温室前室の奥を仕切って作 った大型凍上実験装置の毎日のお守 りをする仕事にす ぐ取 りかか

った。深さ 1“1も ある深い土のサンブルが底まで凍ったとき、その重たい箱を取出して含水量

測定試料を切出すのだが、今のように電動の鋸などない時代だから、歯が丸 く減った手鋸で力

まかせに硬い凍土をシコシヨ切っていると、超人的馬力の持主である菅谷さんから「何だ、軟

弱な !」 と叱たの声が飛んで くるのであつた。そんなある日、菅谷さんが「黒田のオバケが来

で凍上の話をするそうだから聞きにゆこう」と言われ、一緒に鉄道集会所の会場に出かけた。

黒田のオバケとは後に日本雪氷学会々長になった、当時理研の黒田正夫博士である。正確には

どうだったのか判 らないが、この講演会は雪氷学会の前身、日本雪氷協会北海道支部の催 しで

あったようだ。というわけは、そこで私は初めて雪氷協会の存在を知ったような気がするから

である。

勿論、この会には中谷先生や古田先生なども来ておられた。黒田さんは「理研で昔中谷君 と

一緒だつたが、中谷君は北海道に行つて雪の研究をするというから、それじゃ君は地上の雪を

やれ、僕は地中の氷をやるから、と言って別れた。今日の話はその後の僕の研究についてだ」

という前置きをして、朝鮮の鉄道で黒田さんが指導 して行なわれた凍上の話をされた。実は中

谷先生もそのときには札幌鉄道局の委嘱を受けて既に数年にわたって凍上の研究調査をしてお

られ、凍上の原因は地中の霜柱だ、と言っておられたので、凍上は黒田さんの専売特許ではな

かった。詳 しいことはすっかり忘れてしまったが、黒田さんの話は中谷流の研究とは人分違 う

印象て、今思 うとやはり金属物理屋・ 工学博士黒田正夫独特のアプローチ 。メソツドだつたの

ではなかろうか。しかし、この議演会はふだん接 している中谷教室以外の研究者の話が開けた

という意味で、初学者の私には仲 々有益だった。菅谷さんは「オバケが他流試合に乗 り込んで

きた」と言ったが、研究者の間の議論がどんな猥 に交わされるかを初めて知ったのである。雪

氷協会・ 雪氷学会との長いおつき合いの始 まりであつた。

もっとも私が正式に学会に入会 したのは昭和33年 らしく、手元にある「雪氷」の一番古いの

は同年の第20巻である。その第 1号 に「 IUCC総 会に出席 して」という私の書いた"随筆"がの
っている。ちょうど米国の SIPRE滞 在中のその前年の秋にカナダの トロン トで |り GGの 第 H回総

会があり、これに出席 して ICSiの 会合で北海道で行なったスノウ・ サーベイの研究発表をした

東
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り、日本からの他の論文の代読をした。当時はまだ日本から国際会議に出かけるのはかな り難

しい御時勢であり、 lCSIの 日本人出席者は私一人であった。また私にとっても国際会議出席は

初めてであり、会議中 tま新知識の吸収に努め、それをこの随筆中に報告 した次第だつた。そし

てこの時初めてイギ リスのGlen、 スイスのde Quervain、 カナダのColdと いった人達に会い、

以後長 く親交を続けている。このときICSIの 役員に日本人としては初めて中谷先生が日1会長に

選ばれたが、その予備折衝にも当たつたのであつた。

昔の「雪氷」を見ると、何かしら今のより面白かったような気がするのは、余 りかみ しもを

つけないで書かれている記事や論文が、それなりに当時の自分の関心にマッチしていた故であ

ろうか。 しかし、思い返 して見ると「雪氷」にはいつも満足 していたわけではない。一頃はそ

の発行がひどく停滞 して 1年 近 くも遅れていたりした。上京の機会に、当時の編集委員の何人

かに会いに行つて、もう少 し何とかならないのかと談 じこんだこともある。この頃は学術誌と

しての体裁も整い発行も順調だが、面白くない、役に立たない、といつた批判もあると問いて

いる。スベク トラムの広い会員の誰もが満足できる雑誌を作ることは至難の業であろうが、各

人にとって時々は面白く、役に立てばよいのではあるまいか。そういう意味では学会がいろい

ろの研究面で夫々の進展のための分科会 。研究会の場として活用され役立 っているし、解説、

特集なども時宜を得て面白いものも多い。今後は、多 くの学会でやっているように、論文誌と

情報・ 解説などを扱 う学会誌を別建てにするなどの工夫も必要かもしれない。いずれにしろ、

解説や特集のとりまとめには若いアクテイプな会員の活躍を期待 したい。

北海道支部のことになるとざんきに耐えないことが一つある。それは昭和50年 度の秋季大会

を旭川市で開いたとき、不覚にもその夏のアラスカ氷河調査の際におこった椎問板ヘルニアの

手術を受けたため、当時北海道支部長でありながら、この大会に参加できなかったことである。

当時の支部役員の皆様には御迷惑をおかけし、いろいろお世話になった。改めて厚 くお礼を申

し上げたい。

北海道支部はその後も56年の札幌の秋季大会を運営 し、昨年は lCS‐ 84シ ンポジウムの実質的

運営を担当するまでに成長 した。一方 ICSシ ンポジウムを契機として、また学術会議の改組と

も関連 して、雪氷学会の運営組織の弱点も露になつてきた。今後その改革を実行 してゆ くには、

ICS運 営の経験を生か し若い会員諸氏が責任をもって学会の運営に参画 して頂 く必要があろう。

思い出話が脱線 して若い人々への註文になつてしまったが、これも学会、そして北海道支部の

発展を願 つてのこととしてお許 しをいただきたい。
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― 地方談話会  ―

北国の くらし

旭川市市長公室企画課 谷口 清信

日本雪氷学会北海道支部の事業である、地方談話会が、昭和60年 1月 25日 「北国の くらし」

と題 して、旭川市との共催により開催されました。

当日は -20℃ をこえる非常に厳 しい冷え込みで、参加者の出足が心配されましたが、幸い熱

心な市民約 150名 の参加をみることができました。

今回のテーマは、積雪寒冷地に生活する者にとって最も関心のある、衣 と住に重点を置き、

二人の講師により進められました。

講演に先立ち、主催者を代表 し、木下誠一支部長 (北大低温科学研究所長)の挨拶、つづい
て、坂東徹旭川市長の挨拶があり、講演に入 りました。

最初に、「北国のすまい」と題 しまして、北海道東海大学教授神山定雄氏より北国における

すまいづくりの方向と今後の課題について説明がなされましたが、特に積雪による屋根の重要

性について強調、50c"の雪が積もれば 1『 当たり 150kgに もなり、屋根面積80rで は 12tも の

重さになるなどの具体的話題が紹介されました。

つついて、「冬を着る」と題 しまして、北海道 ドレスメーカー学院旭川分院長加藤玲子氏か

らは、先生が研究、開発を進めております北国の衣服等につきまして、モデルによりわか りや

すく紹介されましたが、寒い地域では帽子をかぶることが強調されました。

最後に、「無落雪屋根の注意」と題 しまして、北海道工業大学教授遠藤明久氏よりその豊か

な経験に基づくM型屋根構法の要点について説明があり、単なる屋根形式でなく、融雪処理方
法も含む装置であるとの紹介に参加者が認識をあらたにしたところであります。

以上今回の地方談話会は、日本雪氷学会北海道支部並びに講師の方々の御協力により、盛況

のうちに開会することができましたことにつきましては、厚 くお礼を申し上げる次第でありま

す。

旭川地方談話会における聴衆
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北国のすまい

神山定雄 (北海道東海大学芸術工学部建築学科 )

住宅の構造を材料別に分類すると次の 5種類となる。即ち、木造、組積造、鉄筋コンクリー

ト造、鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリー ト造である。この中、木造住宅の11来展望について述べた

いと思う。昭和51年 は住宅の建築ブームの年であったと伝えられているが試みに次の数字を示

すと、全国着工構造別延床面積では、木造が全体の46.6%、 その他構造が53.4%で ある。木造

1戸 当たりの床面積が他の構造のものと比較 して大変小さいことから推量すると、その全建築

戸数は圧倒的に高いことが分かる。今後も当分の間は住宅において木造が主流をな して行 くも

のと思われる。

木造建築のもっとも弱点と考えられていることは、耐火的でない、耐久的でないということ

である。 しかしながら耐久の面から考えると過去の伝統構法によって造 られた古建築は、数百

年の風雪に耐えて現存 しているものが多 く、耐久の面では経験済みである。

次に北海道の木造住宅であるが、北海道においては通柱の使用例をほとんと見かけない。本

州方面の 2階建住宅は通柱を使用することを尊び、ほとんどの家で使用 している。建築基準法

施行令第43条 5項 に次のように定められている。「階数が 2以上の建築物におけるすみ柱、ま

たltこ れに準ずる柱は通柱としなけらばならない。ただし、接合部を通柱 と同等以上の耐力を

有するように補強 した場合においては、この限 りでない」即ち法律的には通柱を原則として使

用 しなければならないが、金物を使 って適切に補強 しておけば、必ずしも通柱を使用 しな くて

も良いということである。通柱を使用 しない木造建築物はこの但 し書きを適用 している訳であ

るが、大切なことは、通柱に相当する柱はこれと同等以上の耐力をもつよう補強されていなけ

らばならないということである。現状では全ての木造建築が十分に補強されているかどうかは、

大変疑間を感ずるところである。

次は屋根の計画であるが、雪の重さは3kg/cm・
『
である。 したがって屋根に50cmの雪が積も

オ載よ 1蒲 当たり150k8の 荷重がかかることとなる。これは屋根面積80需 であれば総体で 12000

k8即 ち 12tonと なる。これは竪形のビアノ50台 以上に相当する荷重となる。 したがつて積雪の

少ない温暖地方の建築に比較 して、屋根、軸組の構造をかな り強固なものに設計する必要があ

る。このように寒冷・ 多雪地域の建築は、その地域性を忘れて造ることが如何に危険であるか

ということである。次に屋根の勾配であるが、雪を滑落させるためには焼付カラー トタンで、

3寸以上の勾配で設計することが必要である。また、雪は粘着力があり、その引張強度は 05
k8/Cr前後である。したがって平家建の場合、全面的に雪に埋もれた状態となると危険である。

次に開口部であるが、冬においては太陽熱を室内に採 り入れる役割をもっている。日本の住

宅は特に南面する窓を大きくとる様設計されて来た。開口部から採 り入れることの出来 る太陽

熱は住宅全体の熱損失の 10～ 30%に 相当するといわれている。 したがって冬期暖房時における

開回部の省エネルギー対策としては、太陽熱を開口部より十分に採 り入れると同時に、室内の

熱を開日部より外に逃がさないことである。
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加藤 玲子

冬を着る

(北海道 ドレスメーカー学院旭川分院 )

豊かな衣生活 。・ 。この言葉の中には、色 々な意味が含まれていますが、その一つには被服

の材料が自然のものから人造のものへと移行 し、合理化され、衣生活は大きな革命を起こした

ことにありましょう。特に防寒のための材料は人造織維の出現により、軽 くて、暖かく、しな

やかで耐洗濯性・・ 等と幅広い千1点が、今日のような防寒衣料を生み出していることです。 一

昔前までは、防寒衣料と言えば綿、木綿、カポ ック、バンヤ、絹なでの天然繊維に、いかに保

温性や含気性をもたせるかと言 うテクニック (束1し 子、キルテイング等)を 用いたものです。
これらは保温性があっても、重いと言う難点がありましたが、科学技術の進歩によって、軽、

淡、快 (軽 く、シンプル、自由)と 言う、すばらしい繊維が使用される今日になつた訳です。

①防寒の目的と条件

1.保 温性 2.暖 性  3.機 能性  4.経 済性
7.耐 久性  8 審美性
等の条件を考慮 したもので、寒さから身を守 り、

私達の理想的な衣生活となるで しょう。

5.実 用性  6.合 理性

快適な服装をつくり出すことが北国に住む

②防寒衣服は主として、外套を取 りあげますが、北欧と比較 してみまして、フアッション性を

主流にする日本と実用本位に伝統的である北欧の差が、実感としてみられることです。例え

ば、コー ト類にしても、ほとんどの婦人はウールのコー トを着、毛皮のコー トιま外出着 くら

いに考えているし、流行だからと言って一年 ぐらいで着捨てなどほとんとなく、部分的な扱

いによって上手に変化をもたせて、楽 しんでいる。ウールのコートー枚着ることも、保温性

として良いことですが、更に重ね着 (レ イヤード・ ルック)を することをおすすめしたいの
です。コー トの重さに更に重ね着となると重 くて、と心配するでしょうが、前記の化学繊維

の軽 く、薄 く、保温の面からその素材を選 7」、スタイル画のようなデザインのものをはおる

のです。これはどんな体型にも、どんなコー トの上からも調節自由で、空気層もあり、暖か

いものです。更に吹雪にはフードとフェイス・ ウオーマーをあてると完全な防寒となるので

す。持ち運びにも便利なように一重仕立ての簡単なもので、ファッシヨン性にも富み、実用

的と考えます。ウールのコー トに部分的な扱いと言 うのは、帽子であり、マフラー (毛糸・

毛皮 )、 ネック・ ウオーマーであるのです。

Э帽子

帽子は外套には欠 くことの出来ない必需品としてはしいものの一つです。服装全体のパラン

スが良 くとれることと、ファッショナフルなこと、防寒としても最も暖かいものなのです。

帽子は似合わないからとか、難しいからとか、ヘヤー・ スタイルが くずれるから、と言 う理

由で帽子を被らないようですが、帽子は被 り慣れますと、一日たりとも被 らずにいられない

程必需品であることが分かるはずです。この冬はオシャレと防寒のためにも是非おすすめし

たいのです。

靴

冬靴の条件となりますと、暖かい、軽い、防水 (耐水性 )、 デザイン (オ シヤレ感覚 )、 滑
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らない、などの点があげられますが、今年の流行ですと言われて見た靴は、夏靴 (バ ンプス )

の底に滑 り止めをして、冬靴として店頭に並んでいることです。プーツがようや く北国の靴

として定着していたはずなのに、何と言う現象なのでしょう。まったく驚 くのみです。ブー

ツはかかとも程良い高さと安定感がある。中にはボアーがはつてある、歩いても履き良 く、

雪の大地をしっかり踏み込んで歩 くものがほしい。流行に追いかけられて、流行に惑わされ

ずに足元をしっかりと地につけてほしいのです。

④毛皮

昨今は毛皮のコー トをはおっている女性が多 く、日立っております。経済的にもゆとりのあ

る豊かさがうかがわれますが、北欧の毛皮製品と日本の製品とを比較 しますと、はおると着

るとの違いがあります。オシャレとしての毛皮のコー トにはゆとりがな く、毛皮のコー トは

はおっているものという感覚からデザインされ、カッティングし、縫製されている感があり

ます。北欧の毛皮のコートは、防寒として着ることを目的としたゆとりです。日本では毛皮

が流行 したからと言って着ますが、その毛皮のコートーつを選ぶにしても、はおるコートで

はな く着るコートを選ぶことが必要なのではないでしょうか。

編物

毛糸は冬には欠かせない素材の一つでしょう。軽 く、暖かく、手軽で、誰でも簡単に編むこ

とが出来、色々な用途に活用されます。セーターなどιま、素編みより編み込み模様などの技

法を取 り入れたり、毛糸をよりながら刺 して厚みを増す、この厚みからくる温かさは、寒さ

から身を守るすばらしい知恵がか くされているはずです。北国の寒 くて長い夜は編み物に時

間を費やし、衣生活の豊かさを楽 しみ、ひと編み、ひと編み習ったあの習慣を、現代の子供

達にも伝え、教えつぐことこそ、そこに住む人達の生活環境を快適なものにすることでしょ

う。今までの中央志向的感覚から意識改革をしなければ ◆・ 。

以上
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無落雪屋根の注意

遠藤 明久  (北海道工業大学 )

I M形 屋根構法という名称
「M形屋根構法」は、無落雪屋根の一種である。一般には、無落雪屋根をイコール「M形屋
根構法」という使い方をしているが、呼び方としては適切でない。無落雪屋根には水平の「陸

(ろ く〉屋根」も合まれるし、雪どめ金具などを取付け滑落雪 しないよう工夫 した屋根も含ま

れる。同 じ無落雪屋根であっても、M形屋根構法とそれ以外の無落雪屋根とでは、屋上積雪処
理の方法はかなり違うので、説明上、切 り離 した呼称としておく必要がある。

また、M形屋根については、"ス ノーダク ト""ス ノー ドレーン''な ど業者ごとに固有な名
称を用いた時期があった。私の研究室の昭和50年の調査では、40以上の呼称が存在 した。で、

統一名称が必要とおもい、私は「M形屋根構法」を使っている。M形は、その断面形から名付
けられたものだが、いま一つは、北海道でこの屋根形式の使用に先べんをつけた故前田敏雄氏

に敬意を表するためてもある。

戦前、M形断面の屋根形式を採用 して著名であった建築は、海外では、フランスの国際的な
建築家ル・ コルビュジェの設計 したスイスの山荘 (1930年 )、 日本では、昭和初頭からわが国

で活躍 したチェコ人建築家 A・ レーモン ドの軽井沢の山荘 (1933年 、夏の設計事務所のスタシ

オ)が ある。両建築ともM形が樹面からみ得る形態だが、レーモンドの発想はコルビュジェの
山荘、前田のそれはレーモン ドの山荘だ、といわれている。いずれにしても、欧米でもこの形

態の屋根は少な く、名称は「バタフライ屋根」と呼ぶ。側面のプロフィルに由来する呼称であ

ることには変わ りがない。

■ M形 屋根構法の雪処理原理
現在、北海道で使用 しているM形屋根構法は、前田の原形そのままではなく、その後、札幌
を中心とした多数の建築の技術者が試行錯誤を続け、改善 しながら到達 した形式である。木造

建築技術に多い、経験則で発展 した事例の一つて、屋根の形を選択するという問題というより

も、建築物全体で北海道の雪 と氷に対応 しようとする工夫を集積 した所産である。札幌で生ま

れた独特の雪国技術の一つの成果ということができる。以下、遠藤の所見によるM形屋根構法
の出現の背景とその特色をまとめると、次のようになる。

1.M形 の屋根つまり谷を内部に設け、融雪水を屋根内部に集める内どい形式は、北海道の
木造建築ではタプーとされてきた。木造建築では、漏水が氷結を伴う場合は、防止lt絶

対に不可能、と考えられてきた。M形屋根形式の採用は、タプーに挑戦するものとして
危険視された。安全第一の立場からは、北海道では避けることが当然と考えられてきた。

2.し かし札幌では、土地事情の悪化で宅地が狭少化 し、屋根落雪を自己宅地内で処理する
ことが至難となった。特に住宅では、隣家との トラブル予防のため、無落雪屋根が要求

される、という社会的課題が登場 してきた。

3 札幌を中心としたM形屋根構法の考え方と改善の特色を要約すると、次のようになる。
木造住宅を主対象とし、屋根材料をコス トと雪国適性 と施工筒易性とから、塗料コーチ

ィング薄綱板 (長尺亜鉛鉄板)に限定 し、屋根構造と住宅防寒構法との両手法をIIIみ 合
わせ、建物全体として屋上積雪を処理 しようとしている構法といえる。

単なる屋根形式というよりも、北海道の雪と寒さに対処する建築的な屋上雪処理装置
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というlIう が実態に近い。装置のつもりで取 り扱うべきだ、というのが遠藤の考えであ

る。「M形屋根構法」と、ことさら構法と称する理由である。遠藤の考えによれば、こ
の構法の屋上処理法の原則は、次のとおりである。

①屋根の形は、雪の積もり方が少ないもの (水平に近い斜度〉を採用する。②屋上積雪

は、下降移動させない。谷部に推雪すると、融けにくくなる。③屋上雪は、急速に融か

さない。加温装置は付加 しない。④融雪水が再び氷結することは、絶対に避ける。O融
雪水は、急速に下水管に排除する。⑥亜鉛鉄板の防錆と継目からの漏水のため、最高級

の施工を行なう。②小屋裏は、できるだけ低温に保ち、かつ、内とい裏面、屋根鉄板裏

面の結路発生防止に十分な配慮を行なう。

構法の細部の要点

l M形 屋根構法のりF水ルー トは、屋根面の短辺の中央に、長辺に平行 して横といを設け、
両側の屋根の融雪水をここに集め、縦といに導 き、さらに雨水管を通 して下水管へ排除

する。横どいは、屋根面短辺の中央に正 しく配置 しな くともよい。つまリシン ダトリッ

クナM形にする必要はない。むしろ縦といの設置位置や下階の壁位置などを勘案 して、
横とい位置を調整すべきである。

2.屋根勾配は、0.8/10(水平長 10に 対 し立ち _ヒ がり高0.8)程 度のごくゆるいものとする。
斜面には、谷は絶対に作らない。

3.屋 根面の頂上部の立ち上が り (亜鉛鉄板の納 まり上必要)の高さは、 15cm程 度以下とし
て (雪庇の発生問題はあるが )、 決 して高いものとしない。 2と 3は 、屋上積雪深をで
きるだけ少な くするための方途である。なお、 3の 屋根立ち上か り高に合わせて上85周
囲を水平にする設計が通常採られているが、積雪深を少な くする、という要求からは、

Mのプロフィルがそのままみ得る形のほうがよい。
4.漏 水対策として、屋根全面にアスファル トルーフィングを敷き込み、さらに横どいに接
する屋根面には、幅 lm程度、シー ト防水材を敷き込む。

5 亜鉛鉄板は、帯状の長尺鉄板を使用 し、表裏両面に塗料を工場でコーテイングした製品
を使 う。鉄板は厚いほどよいか、コス ト面と施工現場での下降処理上、通常  0 35mmか
0.4mm厚のものを使う。
6 長尺鉄板の葺き方は、屋根面に平行に並べる。屋根勾配がゆるいので、継日の施工を慎
重にする。「立てはぜ二重折 り」の継ぎ方とするが、はぜ部分にはリボ ン状の両面テー

プのコーキング材をかませる。コーキンク材は、板金加工場で、はぜの Fこ しらえする

際、予め付着させる。

7.横 とい lt、 厚手の金属板製とし、裏に結露防止のため、保温材を接着する。横といは幅
30cm程度とし、勾配はできるだけ急にし、 15/10以 上とする。横といと屋根面亜鉛鉄板
との間の接合部は、届水の危険が大きいので、コーキング材をかませ人念に施工する。

横とい上部には、プラスチツク製のスノコを置き、適当な金具で固定させる。 スノコ tよ 、

横とい上の雪のシエル ターの支持材で、一種の保温物である。

8.縦 といは、屋根面積80ず 程度ごとに 1本 ずつ設ける。折曲させずに必ず屋内を貫通する
位置に設け、できれば採暖室の一隅に配置する。管径は、排水量の計算上は内径 100mm

で済むが、詰まることの防止から、内径250mm以 上とする。
2階建て住宅で一部が 1階建ての場合は、縦どいは、 2階建て部と 1階建て部と、そ
れぞれ別個に設け、共用しない。

9 小屋裏を低温に保つため、屋根直下の天丼には、十分な厚 さの保温材と防湿層とを挿人
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する。屋根直下の部屋が暖房室のときの天丼には、グラスウール (16k8品 )250mm厚 程
度 またはこれと同等の断熱性能のものとする。また。小屋裏に外気を導入するため、十

分な大きさの通風口を設ける。通風口は、屋根面積の 1/300の 有効面積を確保すること
を基準とし、小屋裏の形状に合わせ、均等に働 くよう分散配置する。
10.M形屋根構法の建築は、積雪荷重を支持するため、柱、壁体の配置に留意 し、十分な耐
力をもつ構造とする。特に、建築の一部が 2階建てとな っているL形断面の建物の場合
は、 1階屋上に吹きだまりが積もり、局部的に雪荷重が増大することに留意 して、下部
構造を慎重に計画する。なお、降雪期の恒風の風上側に 1階建て部分を正面させると、
吹きたまり深さを増加するから避けることが望 ましい。

Ⅳ むすび
現在、市中に建っているM形屋根の住宅が、すべて、この小文で述べたような構法で設計 し、
施工 しているか、といえば、そうではない。住宅建築業者の困った点で、簡略化したり、慎重
さを欠いたりの工事が少な くない。そのため、クレームが依然生 じていることは残念である。
が、次第に質が向上 していることも事実である。いずれにしても、札幌圏では一旭川圏で ltそ
れほどでもないが一M形屋根は、住宅の主流の屋根形式となつている。正 しい屋根構法の普及
と、いつそうの改善の努力が望まれる。
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観察会「雪氷の世界を探ろう」～雪と氷の不思議～ 実施報告

新保 晴彦  (札幌市青少年科学館〉

当館の地域性を考慮 した展示テーマの 1つ に雪氷関係があり、そこでは人工降雪装置、低温

展示室、同工作室などの施設を利用 して展示活動を行なつている。これらの機能を充分に生か

して、普段、何気な く見過ごしている雪や氷について、今少 し科学的な眼で眺めてもらえるよ

う、開館以来、例年、本学会支部の協力を得てこの観察会を行なってきたところである。

この観察会の内容は

(1)雪 の結晶の観察とレプリカの作 り方
〈2)氷 の薄片作 りと偏光板を使用する観察
(3)積 雪断面の観察
の 3つ で、参加者は数名～ 10名 程度の班に分かれ、これら3つ を順に巡って行 く。今回の参加

者数は75名で、小学校 5.6年 が大半であり、中学生 。一般が若干名。また男女比はおよそ 6:

4で あった。以下は参加者の感想の幾例かである。

「とてもおもしろかった。氷のがとつてもきれいでおもしろかった。家に帰 っても今日習つた

ことをやつてみたい」 (小 。女 )

「学校で先生に教えてもらい結晶をとったことがあったので、もつと詳 しく知ろうと思い、こ

こに来てみました。今まで知 らなかったことも色々わかったので良かったと思います。自由研

究もできれば、これをしたいと思っていました」 (小・ 女 )

「今度、雪の結品の顕微鏡写真を取る会というのを、やってみてはどうでしょうか ?と ても良
い体験をさせていただき、どうもあ りがとうございました」 (中 。男 )

「この観察会をやってみてとてもためになったと思います。雪の結晶や積雪断面のことは知っ

ていました。でも氷の薄片のことはよくわか らなかったけれど、今日わかって、とても良かっ

たです」 〈小 。女 )

「雪の結晶の保存方法を知 り、結晶の種類を子供といっしょにやってみようと思います。今日

の機会を得て、本当に良かったと思います」 〈一般 。女 )

「合までは、本の知識のみで、興味がわいてこなかったが、面白いものだと思いました。体験

のすばらしさを味わわせて頂き、ありがとうございました。又、やってみたいです。よろしく

お願いします」 〈一般 。女 )

「寒かったけどおもしろかった」 (小 。男 )

「勉強が大きらいな私も勉強は楽 しいと思いました。勉強はきらいだった。特に算数、社会、

理科だった。でも理科は好きな方に入 りました」 (小 。女 )

「雪の結晶を写そうと思 ったけれども、雪がとけて しまうのでこまった。業があると言 ってい

たけど、どこにも売つていない。でも、レプリカ液というのをもらってうれしかった。これて

冬休みの自由研究ができる。うれしい」 (小・ 男 )
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「私は、雪と氷と雪のつもり方を教えてもらつて、すごくためになったと思います。やつば り

来てみて良かった。ちょっと寒かったけど、おもしらかった。雪の結晶を見たけれど、すこく

きれいだなと思つた。雪のつもり方は、はつきり見えるので、驚いた。氷は、氷の結晶がある

ということがわかった。南極の氷を見分けることができたので、とでも良かった」 (小・ 女 )

「すこくおもしらかった。今までは、少ししか知らなかったことが、たくさんわかつた。氷の

結晶がすごくきれいだった。先生方、ど苦労さんでした」 (小 ◆女 )

いずれにしても、参加者自身それぞれに、何か得るところがあれば、それで我々の目的は略達

せられたと考えている。

今後共、本学会支部、会員の方々のご協力をお願い致 します。

積雪断面の講習風景
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一日本雪氷学会北海道支部―

昭和 60年 度研究発表会講演要旨

日時  :  昭和 60年 6月 5日 (水 )
場所  :  北大百年記念会館・ 大会議室

プログラム

13:40‐ 15:00  座長 金田 安弘
1.道 路防雪林造成の現状とその改良方法について

斉藤 新一郎  (北海道立林業試験場 )
2.林 道切取法面における凍上融解侵食について

北原 曜    (林 業試験場北海道支場 )
3.北 海道における雪害とその対策の現状について

石川 信敬、小林 俊一、堀口 薫、木下 誠一 (北大低温研 )
4.雪 氷混相流の構造と特性

前野 紀一、小林 俊一、成瀬 廉二、西村 浩一、佐藤 篤司、
西村 寛、竹井 厳、海老沼 孝郎、村上 茂樹 (北大低温研 )

5。 雪崩衝撃力の雪氷混相流的考察

佐藤 篤司、村上 茂樹、西村 浩一、前野 紀一 (北大低温研 )

15:10‐ 16:30  座長 滝沢 隆俊
6。 融雪流出ビークの遅れと流出機構

小林 大三、本山 秀明 (北大低温研 )
7。 日本海への流氷の流出について

佐藤 清富 (札幌管区気象台 )
8。 石狩湾上の降雪雲のレーダーエコーからみた特徴

中平 治 (北大環境研 )、 菊地 勝弘、遊馬 芳雄 (北大理学部 )
9。 地表付近の大気電位傾度・ 降水電荷の鉛直構造の測定

遊馬 芳雄、菊地 勝弘、谷口 恭 (北大理学部 )、
藤井 智史 (北大工学部 )、 北大雲物理観測グループ

10。 送電線の着氷防止対策 (1)
山岡 勝、大浦 久到、南雲 恵介 (北電・ 技研 )
若浜 五郎 (北大低温研 )
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道路多ケらゎ、自成o現状とその改良方法につt〉て

斎藤新―,,ζ北海遁」力陽籠t験場 )

北力■生におけう道路夕置本の並室成事業 |よ,上年,国首ゃ高速道路にお1,て ,る比て'
行われるょ)に ヴつてきた しかしながら,繁 ,(渡 ,日地幅の狭さ,街躍維,直栽のた
実′ほ″ヽ″ヽう,そ の比成は達成方式バ主れて'ぁ り,一者,に か 'てのみ成果パみうれぅ
にすぎ

.ザい また,苗木層ガ方式ι一部て・イテわれて
`,う
が', これも杯業におけうなか

″ゞ 呈成の技術′K準′とどまつてt'る , とt'え る.
こうした現状ぞ1ょ ,「生きた″料」と月t,う ,本来の防鋤 ――午土木比′こお
ける,狭 1,林帯つくり,Treos。“

tδ tte tたθらにε6t――に,ま先行き
`=不
そパ感じうたぅ.

そこて',筆着 1よ ,そ の現状 ,傷こ察 し,そ の次良オ去 ι項羹そして,数 の率影けの向上
"

役立 てょうとした。

1)歩1種髭び 舞主左の諮鯛 パ最上て'あ る,とみられる_た だし, これうは初期
二長パこく,寒風1=対しても万全で1ょび(レ ウヽ′碁第釘 (た とえば, ク・イマツFI)
甚た物  補完的|=H(,る ことバ菫ま711ぅ 。また,苗木の侠綺バ十分タル1種とこば
がけ71cぱまらびぃ 徒って,一織 休の卜 マヽツ, ァヵェゾマツパ主体とダろう
2)比 搭 た  山比 φ経若林上成 と1ま全 く昇賃 グ環境 条件 下 に

r生
きた材料 」 Z専入

するのであろ″`う,メ、為の働さとしての上比条件の改た■十分に行つて,根蔵り主
Fal ι材太こ夕くて1ネ イ)な い 排米′客上′射 )ん パ比わたの基本マ・めう。
3),風採護工  厳 しt残 条件下て・1よ′樹木の2/1期生長乏保護 促離するためた,
また,2~L詢線 亡永久自クに行諧するために′坊風f護ェパ薦子とダう 板設的な防
魔柵と′永久的ゲク肛 呈の使口方に工えが手る

4)植栽方ス  列旭えζ詢列植え′ユ木植え)Z原則とする /11帯が狭 ′ヽほと',′」
旭え1=ず う

“

子があろ 方F//こえ 千島植えは′一般迄体の方式でぁり,草メJク の
彬機イι′籠力問ひκ′更新夕ど′こと,て ,き わめて不斉合″ヽつ象練ι芋するのであ
る.岩木 成木のコ成方式z雄け,笛木の/旭方式を基本とした1、
夕)林 ヤの維 持 更新   生きた材料 を用 口F「生 きモ′のエス 」であ るか う′林 枠
管理 (草メ」り,つ る切り′静伐)ま十分に7さ 71tび ければずうグt'.ま た,限りあ
るキ
～
・あう″`う′常に更新 ζ効果の保続 )パ″んうれメければりうない

`)芍 帯  
道島ψ雪林の設計 柁工`=あ たって1よ ,Jι海道!・現在する「ホ帯」

Z参考たずう地要パある。それら|よ ,録迫防雪林と1よ じめとして′燕地笏威本′尺
然生海岸林′ 寺カロの森 (′算イの森)′ ど'て あ`る

197′  訪 ″ヽわた五踏樹の力翡誠につt'て 雪,К′セ :ノ 7′ ～/'7
,/9θ/ 雅内市サラヽトマナ/の国道わラИ衆|こお 1夕 う防雪木の豊成試験 (
1) 雪水′饉 i′ο/ヽ /ο

`′′′′ 寒ハ地方の海岸子野における防災林φ生成方法 1こ 関する所究 北
林試報,22i/」′-2ル

四手井綱英ltか , ′ア″ 薮L木た業技術凛準に関する所先報告書 ″′η" 日本鉄迫
花設協会
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ギK鍬 仏衡における凛上触繹H亀後にクいて

Ъヒ′R 燿・J(島征夫。ラ者米 免(旅り〔嗜ヨ
"引

た場多ヒメがこえノる)

1.は じめlモ 薇曽慈だえにおけろ本社迫t,取ス衡のイ受イを13っ、、て lまlq査報告が少/J― く
,

不明/J―ご、が多、)。 孝Zラ |」 お卜孝キ羊ヶ■質窮醐ミ内の木卜迫切月女λム面(殊晨 3.J従 ,々負斜42友 ,
笏4絶のXκ □雑したJL層 ′束向き)に 固た7・ ロットと殻 |ナ 、工たが1の 後全上そこス
0れユニの地湿ι剰セした。その経果、裸地区の夜償の長矢奪口|き 頼雪期前後の京上局螢
角手で
｀
あクFが ,セ解疑区びlさ 晟色

"ヒ
湿ダ下がりにくく、かってめ変スしが″ヽさく、こなが

|つ の原日となフこネ上蔵解による4122ムをグ//‐ なが,た 。
2.響
"歿

方法 工絶 は ,草 本 区 (K3衝′K31F,CRF′える ),裸 セ 区′木本2(5/29シ ラ
カ>バ・指雑 ′ 10/9平 γり樹 衝 ||、 7c¨ ′473為/続2),も しぅ伏せ区の4区

`し
(各 区乙ご長

さ 3猟 ′悟 ′、5乞 )、 弦λ の_L″ク女け箱 で
｀
イ142上 考ク■申村夢ししん。頻|え期間 |さ 瞼斜 昇 与イタヽ

ら霊与4/JOま でであろ。まと猛Iな晨准俎友計ttt Eの 琺面ヤ都表ニヤ(セ下lcに)に設置
し,10月 下旬 ″` う12月 中旬まτ l～ 数 曰お士にメ|た しF.
う。結果と%崇 午胴夜貧番は(図 -1),澪地区≫木本区>心 じうゲ七ら >学本区ぞキ
セ薇1多 ょフ乙侵食 tょ く抑制した。これた後盆暑□P11■ かると、深セ区で

｀
庫凛上祓解

∂5%,降由12%,乾燎船落3/で あった。 19斜坪慮峰商子/7Yク /」 く,痺爾侯盆ハウ1合
,ヽ 1`1、 さり`ク多が、19'3年 の仔采ぞご、そ久ぞね53ん ,37%ノ 5/で あ`った。このよウ
にふ期間薇ウのみらスる北オでざ,頼雪期前後の凍上融解 |ま 降南以上 |■ 大きな晨食撃
日と考ぇ)れ る。しかし、地薇3区 で`は凛上祓解イそ合の占め,曽|夕 1せ 23～ 37%と ホ

=
く、よくこの瑕at防 I、 ひぃに。〃御タニの長准セ狙促イι(図 -2)で は`、高11・ llに
尊本区>木本B>ふ しう伏せ区>裸地区>久」aて

゛
(た
「
と、降詢ぐ媛久のλ、し た日

t除 く)。 地薇
`,特

|ニ イ水, 木かの地雑2区 は浮だ
`|二

対し3～ 4し ご晟仏,とえグ

輛く、まLそ の交イιZJ、 ご夕`っれ。そのため、凛工静解は嘲静セ屋び 10月 下旬ウ` ら、地
薇 2`で 1よ |1月 中旬りヽシ認めシ人だ。植ネたのガユェ臓婚ィ乳イた紡正機冶ヒは、o ttttイ色下
さしない,② 絞柔 lι よるネ上紡工 ,O地上部の上タケ静省

",ぢ

上バ/ん )れ るが 、ミこご
は①の効果

`人
まいこと′牧ュれた。また|1月 申つス清ネニ

辞鳩グ離′工してど,② ,① の効果Cκレ負子はわめて′ンなが
っアニ。

。 凍上 融解

=革=某
奈臣

一一 ―む しろ伏せ 区 根 雪

ト…`¨ ~裸 地 区~気
温

■キギ[t
ン貧 ミ`了|

oo o ooooooo^

ロー ′

各区 (ち ょIr)の 年Ll侵 会量

`::`,音

:ゲ
か興

年

間

侵

食

量

（
腱

乾

士

重

）

本

区

伏

せ

区

０

し

ろ

未

本
区

保

地
区

図 -2
各 区 7_l地 下 /Cmの 地 温変 化 (気 温 とは地上 /,θ m(D最 低 気 温
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`7η0奥え魅ノ場よ′■しが″クレ?´
北海道|(お 1する瘍 てヽ

ルlllイ

`敬
 ′1、林イ女― 颯口煮 .未丁減― (夕 t大イふ批研 )

と4ヨロIミ おぃて′詈著■来の新しぃ試み′J夕 (11彗マネきEカカ1(夕 j用 すうオリ雹′′1
冬 のな み つヽ イされ るよう:〔 可 っ71。 3ヒ之ドLに お 1、 マは ′冬 の期 間 が4く ′静

'崚

,ゞ宏 tけて

めに′ξ嗜の殖薮ヤその凛因 tη准 lミゎた 0り っヽ契崚′l■ itっ てぃると思 わ′う。今
回′今4女 の右オヵな嗜著ナ寸豪ャ烈l重 (痣 )の 方ジムを採る前段階として´二 |,の 自ジ●イ本′■■
して啄″●雅羨i′ 喀ヴ●薇 ltっ ぃてのァンケート●qA■ /4Tな っ7こ のひZの 結果■ま七
てう。

1 アンケート調査オ去
枷 笙 |ま ′をこ 2′ 2市町ネすに対 してアンケート■虫し′ムぅ。、しあ

=そ

之し′く項 』 |く ,ま し

てす久当政曰t全 て口吝してもウうオスをとった。課之
"彙
日1■ ■ξ害の種類一道躇露嗜(4

4子工あ′適看夕||ス ′女録 看 ),欲道 (遅ネ 4進 )′ 1'空 (閉薇 ′こ■)′ 寝ィT ttη (樹え
せ(茸 ′場 71%″ )′

"中

t)4t,(孝ス重′́|プこ行不能′イ末嵐 )′ 象之 (7k道 凛年′イ孝屯′櫂J濠′ク商輩 Fり「)′
隊な (ィ木な藤鎌薇二鰭 )′″【授 (五略′用おい ′そのォ、′及●g夕 の薇函一 風と口く吹曹′
νK,91)′ 薇 看(豪こ 卜́″口)´青怖ハズレの麦イス(7霜 ′燿勇′マ1、碑鑽′乙 ぃ消ζ )′ ィム凰′朱
アヨl善:r′ ,たり1く (り客,ら ,彙条右)′

'彙

上′認口 (虫引く)′ g崩 ′そのィヽこ IL詈ウリrr丼 (1`λ 」Jトロ,kL ι,]員
日)′ 二たテス (ブロR薇ヵイヽ′

'工'日

)′ラケ々ヒ′f場竹 (酵J卜

“

そ饉カ スマ7項 目)´ llL illl重r(デ |,ミ1)(観 |々I′
`[衆スマ3,■ 日)′ 妥のカラム(璽象ウィく9工員曰)で ある。

口場〔ま`70市 町オすよる
、々 t,ロイスキ t`'ο 2%であっア、.』移市町符の人口(′ ―α図)!」′

″ι9万人とばう道 1■1年スロa■ 17ク・/・
`′

tた してt)ら 。曖嘴封ズ資(′ ―ルロ)|`44ヨ■/27花円

て観3を′嗜鉄口′上 ||′ ′な急 aを オ々 て̈ηく73‐ ってぃうoイ島′人あたりの C喀封朦薇

`夜
チヤ
'|に

Jk｀力うると(′ ―C国 〕′rに各猥 もηく′ルス下ィタ,も、′留崩′裕」|′ 七扶口′上′!|(

4+曽■予)と イリ,´オ残島′撃核′曰3′ す勝′夕1略 (卜 ィヽトキ分)tユウ了いo
2 ■オZl嘔影のな国
才2国 に 1人 あた わのこ嗜封柔豪ο多、、だ表 ■4燎′ 1/イ ,、だ政 なド、/卜 で示し,こ●、
大辛群担|パ′17‐

“
く日本趣 llて,多 くτっておう′11,Jり し,(々  10「 τ日′仄

曖)と滋gに よる ヽ/41 _ ノ   ＼ ' 1 / 。00し
1lИ nH‖ rl′lИИ口11‖ nl

も の て
´
′ヽ る o し    ｀、  知 ′    ノ

/           
｀~~´
          島 山 を振 狩知

"‖

谷 高 腋 た 略 菫

ゃ、し著
`口

11みる    
｀`ユ~ン/         (1268861″円)   サi C口  1人 31o●孝

とす1奇 てい:●′′凛 キ1●ロウオッ|スロ申|な   オ ♭口 歯嗜封議長          肇隊女て々イ馴)
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と口 t(よ る薯ll合 がガリだし新[薩 によう屯ヨウがウタヵロ

してt、 るoさ らにな昴′、だレのれ
“
スャス上著とぃ

っitィはラ猛残によう薇嘱の力10が労クロし′組確ヱヽ

11え現くす も顕場に現われてぃる。

3.全通夕9に みす(詈率と対象′及ひサ||ロポえ
才 3-a回 :■痣宦 ■崚 サ てぃ ろ市 ロフざい申1合 五
たのジ啜ロワ′|に猾 ケラフて`表 わ し六 ものひあ るoほ

とんどの市口T村で適路
"稗

著t滋孝しており/次 い

で隊た(f)′ 嗜腋 (1)′ 豪{千物 (メ )のう薇嗜になつてし`

る。ておな●ぢイオイズ|(こぁろそれぞれ́ 燿 日のイキ

雰夭め薯1合 ち円クラフで示しrく ヵヾ′4含瀦椰孝嗜 |でっ、1で

残ィτ歩勿′夕に ′衆 ′七熱 奢の4員 |ミ τった。

3-♭ 団に口宦り寸象■4〒τう市口丁林羞天の中1令 1カ鰯吹

`'||(ス
し↑くo千へ′レ4ン はるとてひ市口7オ寸ひ″子イわれて

おり′ ついて・翁風 ′ふ玄嘴′ %緬ル脅り,方上 0口 laても ,  オ2団

す(。   こぁ詈罐封 様も々場dム・ スヾク′スの手段ャ決行場竹 もη崚 l(わた,マ ぃる。てお´ラ■
排現くヤ濶 |1l Jく tデ 1用 し|(高よフ身,たまガ年によリア金羽1雷 左4テ ィって11う 孝″'|も響マ著されて、lる 。

3-c図 と率日 Iす黎1雪 の種数 ■示 した ものて'あ うo 擁晨

え者衆 ′ォ寺1ミ 彗繰 リャ スキー スケートル号としてのネ
||

曰・ ηヾ ぃ(49 ι
θ 76)。 ヾ`′ そのイくヒのラン||ヨ Iよ ′ケィ t、 。 しつ、

し歿 米′工♯、′生ん 一集 潮 a永 者笏乳としてのオ|l llqゃ′
場加予物 4■ /1の アであの冷 泉及 としての力1印 が みられる。

____且 nΠ

除 腋 吸 1/1雪 冊

排 雪 llj風 崩 防

サ3瓜  (の
召をoM

cb)

'夕

封柔のオ
`蒙

夙

ズ な ,|夕嗜の主魚国

う́牛口 ′‖雪の予委員とたの方う久

％
ｒ
‐
‐
‐
‐
卜
‐
‐
‐
―
」

∞
　
　
　
　
”
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０
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水
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Ю
　
　
　
　
ｏ
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彼

＝
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告
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作

物
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雪 氷 混 相 充 の 承 も こ 特 ′l・■

前野紀― ′卜林惨_バ霧厳二 面村姥― 佐旅為司
面村冤 富♯瑕 海老)`隊野 村工翻   (光大イ△温所)

1 雪ネ涙湘ん 種類

'水
粒うtをあ流休[噌水翻流(M駄′嵯艦粒:鴨矢:麟艦:ヒさミで、ウ水粒;,I、 水の凍結ぁ3、 ,1水

竜味する.曽ネia柏流の鉢 ゆ 例■下の
3漿鷺 彙ヒフ 巖騒昇さ雰 そξ:イ

ル
アイス′

'た'癖

の流
^.写
々嗜、すべて

ラJく晨用流の分IE;ミ

孔相曽氷)帥λ

空気と,2く ,島Iう グらなる曽劇く)晨距流
例 1'前 ,眸夕中の,′ 瞑曽,碑菅 ―軍
虫艘)スクトの場調と

'ネ
泣ぅから′′3● *颯加流″1 31埜

2月馳子1葦星'・こイ)の略

凌加,氷 )鶏曰れ
永
`,ス
く癒多りヽらな
引 :ガや力のフ

3'氷瑕′
=流

うブ,レ アイス,琉口溝  軍
71Cスクトのぅなこ凋

`口
,くガ315か ら″ろウ氷髪湘2′こ

例 ;Ffllくれろ乏をぁ扱肖1凍 ,自……宰

2 ,功く:λ相えの構tヒ 特l■
工后旅,犬 所流,あろぃ」イヒリエすで頻繁IJ反杯ゎれてきた約 の々統体スに氏′ヾて

'`く

)晨

'3系
本ヽ咳的な湘異ほぉぃ。 しかに、多くの

'メ

く霧l像が,くのこム脈、■4夕で進行す
るため|く

''く

短;間の皮結現象|く起ロチるわ■4F曰バ菫卑こなう場合が,ぃ ミと、ぉ
よび、水ヤル裁 載|り、さぃために

'Jく

粗うと流体間の和ユイ1日グ非常卜夫き、,こ と
が情徴的であう。

=●
rヽilら の空間嘱ながなtl令講丼|ヽ分ルし、なっふ領り,がそ必そ・̈

特″実的なイ交か|モ持ってぃる点、も

'平

でぁろ.下の図は、長力
'ソ

C勧流の例ヒして,
燃
`り
K口 11っ ぃて、口]く海るの空間解″範□t示 し,も のである。泣

`解

頻1110■、
103崎ヶ′ フォリ、107竹の範囲|(われ,て 交イ(し、ウ*)欝ロスのラロ野〕星シY物 1ま tな雑
なもあてしていろ。

空気の密度 (1 3) 氷の密
'資

(913)

10‐
2
lσ

l 11     10 1。
2
103

雪 崩 の 雪 煙 部

kgノm3

・C二 ===============================蒸 生
========)

lσ
3

雪 崩 の 流 動 部
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曽寵街響力の曽水根相た的考察

唯藤高司′村上晟樹′衝潤港一′前野

“

r(■人イ
`渦
ガ)

,氷混畑/7tの囚都棘比11っ し)マ |すス
,日な点が,o)。 今回のだ縦 |■ その実
体セ調べろ́ そ段こして

'自
衛響力の

別だセ行■っ●.

方咸: 夕の流れトタ直打面内 ウヽ及
面バ4× 2どの救チ彩方脅のり、■ェヵ
変換界24口 t約し,支未日■よって設置し

r_。 床面よりの高 t゙え てするこ、安
F面の中ヽじがそいぞネえ■20-こ
70πんであっF― 。/71図 |マ示すよう|て

街翼11属柔【を晏み:繰季留稔進b
デォ|て朦 、さにr‐ 。

整丞 : 得うにF僣ヤ繁がま千夕のうち興
型的な竹lt夕 2図 lく示す。こ鳳|=実験
ぶ場3る (ん =22氣_)こ 41各 (2=25→
の下薇|セ ンサームカである。14alセ ン

サー(乳 =ゥ ～‐)の ムカほ同絲だ戒千タ
セ示し、 力の大きさ,14～ソ2,であっ
た.史疎番毛41番 につヽ ,て r tttビテ

.

オの解着[行ない`るスパイクオでのカ
が晦練夕りな9の告突|｀対入してヽ )る こ
とが鵡 ιさふ■.
このようにして得ら̈ F毎イ茅力lび 、
頂シ助そだ|す tオたしF茶イキ.あ F′びラ
ンキン ユゴニオの利 Tでの封卑rul`
比1らたol´しF。 そのlЧБ泉′1莱;らいFイ妬摯
ヵが通岬麒 でにろ自然`人

エタ籠ι

同絲なメカ多ズ́ |ス ようことが、おち論さ
ホた。

茅4図 メ1えのれ蜘

Time

茅2口 4妨撃力のうこ孫
`|

昴i饒
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融 雪 流 出 ビ ー ク の 遅 れ と 流 出 機 構

小 林 大 二・ 本 山 秀 明 (北 大・ 低 温 研 )

融 雪 洪 水 に よ る 災 害 を 軽 減 す る た め の 重 要 な 課 題 は 、 流 出 ピ ー ク の 到 達 時 間 の 予 測

で あ る 。 従 来 も 今 も 雨 tjt水 に お け る 演 出 予 測 の た め に は 、 暗 格 的 数 理 モ デ ル が 数 多 く

研 究 開 発 さ れ て 、 実 用 に 供 さ れ 一 応 の 成 果 を あ げ て い る 。 し か し な が ら 、 年 差 の 大 き

い 融 雪 演 出 の 予 口 を 行 な う 汎 用 モ デ ル の 開 発 は か な り遅 れ て い る 。 そ こ で ,災 害 科 学

と 言 え ど も 災 害 防 止 の 結 局 は 近 遺 で あ る 現 象 の 基 本 的 解 明 を 通 し て 、 汎 用 性 の あ る 現

象 論 的 な 融 雪 流 出 モ デ ル を 作 り上 げ る こ と を 目 的 と す る 。

融 雪 流 出 ビ ー ク の 到 達 時 間 は 、 第 1図 に 示 す よ う に 、 積 雪 lm増 す 毎 に 15～ 4時

間 長 く な る 。 こ の 遅 れ 時 間 は ,年 差 の 大 き い こ と と 、 決 水 到 達 時 間 の 半 分 ま た は そ れ

以 上 を 占 め る こ と に 注 目 す る 必 要 が あ る 。 融 雪 水 の 流 出 経 路 は ,第 2図 の 川 の 水 温 を

用 い た 流 出 成 分 の 分 菫 の 結 果 で 大 略 が 判 る .ピ ー ク 流 出 時 で さ え も ,地 表 演 出 は 20%

前 後 で ,地 中 流 tLが 卓 越 し て い る 。 水 温 に よ る 解 析 の 結 果 は ,1970年 頃 か ら 台 頭 し て

き た leり lett〈 1970)他 の 主 張 す る 表 層 流 出 域 は 川 近 傍 の 限 ら れ た 部 分 域 で あ る と す

る Variable sourse a「 ca仮 説 の 有 力 な 傍 証 〈 Hewlettょ り J Hyd「 。l。 8y編 集 者 へ の

手 紙 )と な っ た (第 3国 )。 融 雪 決 水 時 の 地 中 流 出 卓 越 は 、 川 水 の 比 電導 度 の 観 溜 結

果 (第 4図 )に よ っ て も 裏 付 け さ れ た 。

融 雪 洪 水 時 に 地 中 流 出 が 卓 越 す る が 、 そ の 変 壺 l■ 緩 慢 で あ る 。 こ の た め 、 量 的 に 少

な い 表 層 流 出 が ビ ー ク 時 刻 を 左 右 す る 。 ま た 表 層 流 出 が 、 河 道 近 傍 の 現 象 と す れ ば 、

積 雪 量 と 融 雪 洪 水 の ビ ー ク 時 間 と の 相 関 の 良 い 対 応 (第 1図 )が 、 流 出 機 構 の 上 か ら

も 説 明 さ れ る こ と に な る 。 ま た ,流 出 途 上 の 融 雪 水 と 上 の 間 の 熱 及 び 化 学 物 質 の 交 換

機 構 の 差 異 を 解 析 す る こ と に よ つ て 、 従 来 仮 説 の 域 を 出 な か つ た 流 出 機 構 論 に 飛 躍 的

傍 証 を 提 供 す る も の と 考 え ら れ る (第 5図 )。

0             50            1C0            15Ccm
●●●th of,w
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日本力への流永のえ島|こ っって

准議 若省  (え幌管区気象台)

昨冬 に続 き今冬七日本力∧のえ来の流ハ唸発発で、2年移い)て 力l夙・礼女畠1に 啓岸
ιた。二れよごの剰属・れ文島∧の幕芹 はノタ″年以降では力年 ,を年′揚年′枠年′
好年に生じ

.て おり、3年 に一度この害り合であ窓。年々の状況が大きく異な 3た め飛業
ゃ力上交通に董人な影響 乞承ぽす日本法∧の読出r菌 して ,今るの状沈 とえハのため
気象卑因革 l・ っ |,て報告すS。

1.今る (/,オ年りの状況
日本論 1=流氷が流ガした期嵐は2皮 ぉり、の流ハ■畑が平年ょりむなり早むっ± 1
月半

'が

｀
～2月 上旬どα)天 売島付血きで南下 tF_2月 下旬～3日 上旬どあ8。
0そ 、北去置着岸への流氷の至リスは平年ょりかなり早く(約″日♪、■月上/al半 ば
には陸上ならヨ視ど観測(流永初 日)さ ねた。その後七流ソくの動 きま`毛%てい中旬には
口摩着 F ttM ttt、 下 旬 に λ リカ1晨 ・れ 文 島 に奉 岸 した 。雑 内 て

ヽ
の需じ氷初 日は最 丘

“年のりし則て` 3者 日に早く、まt、 ネLメ r/1でわ場の訛を飛(昭スユ9年 1人降)に よgこ 1月 中
の幕岸 lよ初めてこの二とであ 3。 この流永 は2月 上旬後半まご日本悩■二とどまったがi
冷日の流島で lよ介り晨・ネL文 両水こか5羹 1二 串 |・流Иf_の は少量の4け氷 しかなが,た
ようぞあ 3。

2月 中旬に応流ネは崇溶義峡のス約あぁまで後退 Lた が、下旬 l・ λソ再グ日本協 1=

流畝ハし、ぁ日に|よ殊」夙・れ文洒永直七こ ,て 尺え自のうヒ西糸科沙h孝 ぞ豊してりSの
が不行漱 からの日移謹費メ|て 4`鮭通された。

=の
ような南あまで達 したま

“

秦嗽ノタ3ノ 与の羽
IIIでの滑岸を是友りltよ 3tの とがない

'a観
測手裏 が充実してきtの lよ ここわ教年のこと

であ3の で、見盛 して lノ だことモ多ん'っ たと思ゎm3び・、かなり珍 Ll,こ とと言え g。

=の あと流ネ は徐々
に融解 し,3月 上旬後半 にま宗る慟峡 に4サ永が散在す3雄劉曳

|ごな っ七。

2.日 本着ハ流出す gた めの気現ご黎囚
琉ネが日外力にjたれ出す直♯倉0な原因 tま  強 1)
東rtの 連吹であξ。今各、1調 と,ル 早 り時期 l=
日本法 r流凪 したのt,ユと力直浄岸芝塵続 して発
産こ仁准ゑ圧夢通″東凰左強めたためぞあ3.紬
かな状7~7に つ1,て まヽ

=こ
ぞ唸名略寺sも 、日午年の

流戯事例 にフ1夕 てはな 日 (/,た ,の 報告があ3.
今回は最近%年 1か の資料 から得 られた結果とこ
て、日本着ハの流戯には東颯によ3標流ヒl)ぅ こ
影 6うな万吾国のクトl・ 、レヘ2月 の(11置がかな り影実夢
して1)g二 とをさバ・8。
図2は雑内の年向,た永日をと維ズ|の たり笏もの気
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温 (12～ 2日 の平均 )の ]力係 を示 したそのでち
3が 、 12～ 2 rlに

`温
てヽ ぁ 6と維内 のた来日教

が多くな り、吏に |よ弁]夙 社 文島に■岸す31=
どに日本姜

^の
,勧 が落発にな 3傾向 にあ s■

とがう な
=〈
図中 黒数の年 1・イ」夙 ネL文 自に

半岸).
図3嗜雑人のフじkネ刀日とフヘユ月の雄肉P"
補♭の気温のl力孫であgが 、こ温であgほ ど流氷

幼 自ホ早く43傾向■あ
=ミ
とがうむ 3_こ の

ことづらこ温により流来初日0早 ょり、4の 資
日外漁 |で アたと出す″を分かわくなソ ′1ス イι莱
島までとす=と

考え 3,18.
また イ温であ8■ とにより流ネ 融゙解ふこ
凝6こ とt落たな流出の一因として午視でtヘ
リヒをえらなる.図 4嗜維内 δル‐Ьの気温 (フ

～フ月の平均 )と ,ヒカ直西右カム の力面水温 (

2日 )の 1菊1築であ=が
,両者 Fは 正の相ぬ0認

め3に ,気 、二ょ、力面の沿芸p為果が大き、,こ
とがうo3.4の 為呆嗜房磋の差4度 前後 Fと
してけ8.繊 に今冬嗽例年 Fヤ、,種ス温にな,
ており、大え島々こまでの漁ヽの原因のかとつ

にを,て 1,3と を2ら れ
=。

最後 r 准 72・ と日本潟 への流 出の因呆歯4に
フリマ は不朝礎 な点ザ残 って 1,3が  今 l・nの 金
果 1ょ捩祟

`今

な子測 ら下倉ヒ性 ttた うして ,)=点
で魂史白|に 右 FTlな tの になり名 うでま 3.

3
1

維

内

の2
ス月
ネ

初

日.

月

●2べ 4図 と七に 黒太 'ょ 41夙 ネと文島
に琉氷が接岸にな年であ 5二 と i lTヽ 二

〇ぞ禾きれたシ年ヒ″年 穫ヽ岸 嗽して

1,な |〕 が ヨオ協^0樅
出か比較

"増発ごち,た 年。
数年は西歴年 に対応 (夕|:産 ゥ/?″ )

参考夫献

たロ ーζ/2χ ノ:力 夙 ネと文面島に
半岸しti紅水にフつてノ荒颯覧

=虞

顧合
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石狩り弯上の降雪雪のレータ
゛―エコーからみた特徴

%平 着 (■ 夫頭境肩 )・ 妨地勝弘・遊馬芳雄 (lt丈理 )

石狩平野の降雪は今節風や仏気肛によ

る場合が99く 、そ炊らの雪雲乞レーダー

ぜ見ると、石狩騎上で急激にさ彗し降雪

tも たらしながら石狩平野に侵たしてt

ま寸。こ性らの降雪や雪雲に関する莉党

はじ峡まぞlι もなさ代τtま したが、定

量的な議詢はなt凩 てぃませんぞした。

最じ.れ憾市音ケ年料学館の3.2Cm PPI
し―ダーが便んるようにどり。このデー

タから個々のエコーt椰識しその性管を
統計的に調べました。
レーダ~デ ~夕 !ま反射強度t8段階に
今:ナ てMTに Jマ録 t吹 ており・反射強友
l以上t雪雷のエコーとし2以上乞その
対充性や分し考んました。,83年 2月 7
日12∞から2月

"口
1200ま での15今 F35与

の7う0画面のデータについマ、まずエコ
ー面積ごしの出規模度t象めました(F
IG.」 )。 降雪雲乞今節風卓越時(M oNS
OON)と 低 気 圧 (LOW)に よ る も の しに

今けましたがエコー面績は20km2 L.A下 の

ものが圧骨|のに力く.両者に関して特に
目立った相違は認めら代ませんでした。

また、個々の雪壼の全ェコー面績に対寸

る対允性の静今の面織の値は両着しも約
4・0%以下でした(FIG「2)。 さらに、i5
今ごとの雪雪エコーt2ナ元的に追跡し、
それらの面織が最大しなる場所t飛めま
した (FIC-3).図 中●,ま その時の豊む
t示 し、 く)由は面積 (km2)t示 してぃ
ます。こ炊から雪雪:ま海岸線付近で最大

面績t示 す傾向のあるこしがりかり息し
た。

lSHIKARI  BAY

(148)    
十
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■tL表右こ o大 量電在傾庄・誅米電精^鉛直桂這
。コl咆

L焉 チ 雄 ・ 慟地 鮮 弘 ・ 谷 ロホ (ILt大・理 )
壌 ■ 糧 ぎ (■t夫 ■ )・ it大 雪 物 理 授 理l η

tt L―
フ・
燎

ミせ米竜橘、掟千裏息ふ雅冨宮嵩TTytte:で、呈き警コ言:義 ど:11lξ「 :注
らQ独襲1 ムるぃは,雪た下て、0降来れ与o坂翼のも

“

直実験から、地哀右血
`韓
米電

石 電F■4噸なか大ヽく変イヒしてぃぅこと尾 えられる。 ミヘ様みt喫略に孫毬疑技亡
nぃ て直増践乱報1乙・ミ3よ うな、夕,点 同時祖諷1シ ス〒へt智υ乍し、担馨則t行 なった。
担調則シス〒ム 回 loょ ぅに、魚超 諫ヽt仲 って・電在極たと降来粒 3(雪)o電涌
t、 最大4点 きるo同時判定こ行なぅシス〒へt所や離ヒた。名猿頭1点間は.電 気Suミ
絶緻ヒてよ、かな1l Aば ならな、ヽQz、 .データ週多官にはプぅス千ィ ,ッ クヽ ηっィドー(
エスカEH4002)在 Rヽ たヽデ

.ジ｀
夕IL通信と行なった。図2に孫饂ヽ」自ミ塔凱葛3怨鍮1点

Q電 気回路Qプロリっ ダイヤずラムtitた。名点に3個。A/Dコ ンノヾ`―ターt偽
え、■ぬむた電れ傾震・降米電石 (工・負電荷o最 大色 )t剥史ヒ.地上 lミ ふも イヽ
リい コじヒ

゜
ュータ ー o」曜ン争に従 フてデ ー タの β Dヒ Dt行 なら。地 上 |ミ ふ 3ス イ 句 D

コこに°ュー ター Q工 /O tO● 木嵐成 t回 31ミ 〒 ヒ仁.全 イなへ斎ミ藪 はぬ 4ひ ょ ぅ lミ なって にヽ
3.懸 興い 誅  ず―夕 t取 り込 むフ い゚ず つへ 。¬ロー4.― 卜 t日 51ミ 訳 にた。 bわ
ごと 1ミ 略積劇 点 oギ ータ と取 り、 一坦 、 RAMデ ィス つに亀 、込 3.な見瑣l静冬了後 、つい
ッピ ー〒ン ス リに書 きム ュ .ギ ータ tiな 寄 るキ‖頂tと った。

■に)魯虫名電取獨

宝,|

・¬に懇 ・阜木丼霧む

カロ百魚1里■・ノk木本41

葦
・ 月ヽ林 支田体夫理)

千社氣 東根聡・
昼場ヒー寂・中平珀

咆ェ後たltO■ )

輛』―¨̈̈

』
　
Ｃ
Ｏ
Ｅ
　
　
０
９
Ａ
　
　
４
５
６
　
　
０
１
２

輛　̈
¨̈
　　̈
¨̈
　　̈
¨̈
　
¨̈
¨

回 |

Flow Chart

←ギ}ロコus£ョ⇔

璽汗
卜巨ヨ⇔

M

‐匿≡ヨ

甲 鳳

□

1。 y・ JI

ln tia tze  3253 8251 8255

Charge(+).(― )  A-0

図 3

-23-

Tethered Salloon

11
η。,s‖  ‖。pt《

`

跡甲夕幣甲
・

凸J 図 2

――+―J RAM 64К

|

四

滲
｀



/t燿位のたよオrォ 筆 (′ )

‐  t人 ■カォ中嗜●
=昇
1=つ いマ )

山国 勝  尺哺 久到  1詢吹鳥介  (光電tゆ桜研
'お〕Z ュ),(,セカ道たや位最計学者究前 )

/. =た つヽう イ走キ・ ;ヽ名 うけえ農 I・つヽヽマみCφ 衝突,(颯施`rマ
しヽ3っく、 当ネL7・

ι.■ユ|力律 葬子ふこ″じ゙ え7kモ 核劇 したがら争政材■
‐■1コつて
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昭和59年度支部事業報告 。会議報告 。会計報告

1.事業報告

1)研 究発表会   昭和59年 6月 H日 (月 )(北 大百年記念会館 )
発表件数   8件      参加者 54名

2)講 演会 ①   昭和59年 8月 18日 (土 )(道 新北 1条館特別会議室〉
共催 :北海道新聞社

演題  「永久凍土 :その解明と利用」 木下誠一氏 (北大低温研 )
「セン ト・ ヘレンズ山の大爆発」 R.し .Brown氏 (モ ンタナ州立大 )

参加者 61名

講演会 ②   昭和59年 8月 23日 (木 )(北大工学部 )
共催 :北大工学部東研究室

演題  r氷の転移」 RoW Vhitwo「 th氏 (バ ーミンガム大学 )
参加者 30名

3)雪 と氷の観察会 昭和60年 1月 12。 13日 (札幌市青少年科学館 )
主催 :札幌市青少年科学館

後援 :日 本雪氷学会北海道支部

参加者 75名

4〉 地方談話会   昭和60年 1月 25日 (金 )(旭川市民文化会館 )
共催 :旭川市

テーマ「北国のくらし」 司会 :谷口清信氏 (旭川市役所 )

演題  「北国のすまい」 神山定雄氏 (北海道東海大学 )
「冬を着る」   加藤玲子氏 (北海道ドレスメーカー学院

旭川分院 )

「無落雪屋根の注意」遠藤明久氏 (北海道工業大学 )

参加者  126名

5〉 機関誌「北海道の雪氷」第 3号発行     昭和59年 6月
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2.会 議報告

1)総       会  昭和59年 6月 H日 (月 )(北 大百年記念会館 )
議題  1・ 昭和58年度支部事業 ◆会計報告

2。 昭和59年度支部長及び役員選出

3.昭 和59年度支部事業 ◆会計計画審議
4。 その他

2)第 1回理・ 幹事会  昭和59年 4月 26日 (木 )16:00‐ 18:00(北大クラーク会館 )
58年度事業会計報告、59年 度事業計画について審議

3)第 2回理 。幹事会  昭和59年 6月 H日 (月 )15:30‐ 17:00(北大クラーク会館 )
59年度前期事業について審議

4)第 3回理 。幹事会  昭和59年 12月 14日 (火 )16:30‐ 18:00(北大クラーク会館)
59年度前期事業報告及び後期事業について審議

3。 会計報告 (60年 3月 末現在 )

収入の部

乙
珍
７
／

，

多 蒻 のに,4/い資象 珍́け櫂告

費 目 予算額 決算額 増減差 備  考

前年度繰越金 131,456 131,456 0

本部交付金 460,000 460,000

出版物等売上 5,000 1,450 A 3,550

預金利子 0 2,488 2,488

〈
ロ 計 596,456 595,394 A l,062
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支出の部

費  目 項  目 予算額 決算額 増減差 備  考

事業費 研究発表会 50,000 22,770 27,230 1回 (予定 1回 )

講演会 50,000 50,000 0 2回 (予 定 1回 )

地方談話会 180,000 161,110 18,890 1回 (予定 1回 )

機関誌発行 150,000 99,930 50,070 第 3号印刷発送

小  計 430,000 333,810 96,190

会議員 総 会 30,000 24,810 5,190

理・ 幹事会 70,000 60,830 9,170 3回 (予定 3回 )

小  計 100,000 85,640 14,360

事務費 通信費 10,000 12,720 A 2,720

物件費 10,000 1,715 8,285

人件貴 10,000 15,000 A 5,000

印刷費 5,000 42,500 ∠ゝ 37,500
対颯l賜ろ遜′
"H″ 刻″m

交通費 15,000 9,720 5,280

小  計 50,000 81.655 ● 31,655

予備貴 16,456 16,456

総合計 596,456 501,105

収入決算額     595,394円
支出決算額     501,105円

94,289円  。・ 。次年度繰越 し
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昭和 60年 度支部事業計画 。会議計画 ◆会計計

1,〉
く

1.事 業計画 (案 )
1)研究発表会 昭和60年 6月 5日 (北 大百年記念会館)           li´ ″ り

'7'介
∴Z7

:;肇 震薫fttfF呂
雪
践 編言疑在淵:吊輝ダチの期|

4)地方談話会 … 01回 _シ /～期 ノCるデ 湯          ｀

2.会議計画 (案 )
1)総   会 昭和60年 6月 5日 (北大百年記念会館 )
2)理・ 幹事会  0。 ・ 3-4回

Kl均′タキ多落L3.会 計計画
旬ぐ

1)収 入 費  目 前年度予算 60年度予算

前年度繰越金 131,456 94,289

本部交付金 460,000 430,000*

出版物等売上 5,000

合  計 596,456 524,289

*賛助会員減少のため

士財 ■獅 `ι工・21分 Jlpψ 7

%",に ス

誰 ′w/3=″

タタい ―平口けター
~ '3虫け｀

'
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2)支 出 費  目 項  目 60年度予算 備  考

事業費 講 演 会 50,000 予定  1回 (秋 )

研究発表会 30,000 予定  1回 (6月 )

地方談話会 180,000 予定  1回 (冬 )

機関誌発行 110,000

小  計 370,000

会議員 総 人
不 30,000 予定  1回 (6月 〉

理 。幹事会 70,000 予定  3-4回

小  計 100,000

事務費 通 信 責 10,000

物 件 貴 5,000

人 件 貴 10,000

印 刷 費 20,000
_ r._7 2 l-e.

交 通 費 5,000

小  計 50,000

予備費 4,289

合  計 524,289
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1985年 8月 5日 ～ 7日

8月 26日 ～29日

9月 16日 ～ 19日

9月 30日 ～ 10月 6日

10月 14日 ～ 17日

1986年 4月 13日 ～ 188

雪 氷 関 係 の 集 会

Fourth lnternational Symposium on Cround Free2ing (ISCF).

札幌市、京エプラザホテル        ″r

Symposium on clacier Mapping and Surveying.

Reykjavi k, lceland

lnternational lJorkshop on }lydraulic Effects aI ihe (;lacier
Bed and Related Phenofiena. lnterlaken. Sritzerland.

lnternational Symposiun on Clacier l'lass-Balance,
Fluciuation and Runoff. Allna-Ata. USSR.

日本雪氷学会秋季大会、富山市、ボルファー ト富山

5th lnternational Symposium on Offshore mechanics and

Arctic Engineering(oMAE), 東京、京王 プラザホテル

/,J多 篠 l*B 6ceAr*,+r,L,

編 集 後 記

今年も豪雪で、札幌市では 1月 末で、すでに除雪費の半分に当る20億 円余りを消化

して予算を補正しなければならないということであったが、ともかくきびしい冬が去

るとほっとして、去りにし冬よりも来る初夏に想ひを寄せる今日此頃です。

今号は、長年北海道の雪氷学の発展に寄与してこられた北大工学部の東先生が停年

退官され東京に移られましたが、貴重な雪氷学会の音のエビツードを交えた一文を寄
せられました。これからの先生の益々の御健康と御発展をお祈り申し上げます。

さて、本誌は支部だよりとしての使命を果たすべく、もっと情報交換の場としたい

という意見も強いようですので今後に期待します。今回も地方談話会の講師の方々の
ユニークな原稿をいただきました。深く感謝いたします。なお今号の編集には堀口・

石川 。小林があたりました。
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北海道の雪氷

昭和 60年 5月 28日

昭和 60年 6月 5日

本雪氷学会北海道支部

札幌市北区北 19条西 8丁目
北海道大学低温科学研究所内

TEL 011-716-2111
内線 5581・ 5583・ 5475

印刷所 和幌市中央区北 3条東 6丁目
興  亜  堂
TEL 231-0380～ 1
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